
役場の窓辺から yakuba no madobe kara
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※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
本
庁
舎（
上
長
尾
）窓
口
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

住
民
の
住
環
境
改
善
と
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

川
根
本
町　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　

こ
の
補
助
金
は
、町
内
の
事
業
者

（
工
務
店
、建
築
業
者
等
）を
利
用
し

て
住
宅
の
修
繕
や
改
築
を
す
る
際

に
、補
助
金（
商
工
会
商
品
券
）を
交

付
す
る
制
度
で
す
。こ
の
制
度
に
よ

り
、町
内
事
業
者
へ
の
発
注
が
増
加

し
、町
内
の
商
工
業
が
活
性
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
・
条
件
】

▼
町
民
が
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
、建
築

後
10
年
以
上
経
っ
た
家
屋

▼
工
事
費
が
30
万
円
以
上
で
、町
内
の

業
者
を
利
用
す
る
こ
と

▼
過
去
に
本
制
度
に
よ
る
補
助
金
交
付

を
受
け
た
こ
と
が
無
い
こ
と

▼
本
町
の
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▼
申
請
し
た
年
度
の
3
月
31
日
ま
で
に

工
事
が
完
了
す
る
こ
と

※
居
住
し
て
い
な
い
建
物（
倉
庫
等
）の

改
築
、備
品（
家
具
家
電
等
）の
購
入
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
補
助
金
交
付
申
請
す
る
前
に
工
事
着

工
し
た
も
の
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
具
体
的
な
施
工
例
】

▼
屋
根
、家
の
外
壁
を
塗
装
す
る

▼
天
井
、屋
根
を
張
り
替
え
る

▼
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
に
替

え
る

▼
屋
根
、家
の
外
壁
を
塗
装
す
る

▼
キ
ッ
チ
ン
、お
風
呂
場
を
リ
フ
ォ
ー
ム

▼
階
段
に
手
す
り
を
付
け
る

▼
家
の
段
差
を
解
消
す
る

▼
畳
か
ら
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
替
え
る

な
ど

　

住
宅
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
や
機

能
向
上
の
た
め
の
増
改
築
な
ど
が
施

工
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
補　

助　

率
】

　

工
事
費
の
20
％
以
内（
上
限
：
20
万

円
、千
円
未
満
切
捨
て
）

【
交
付
の
方
法
】

　

こ
の
補
助
金
は
、川
根
本
町
商
工

会
発
行
の「
商
品
券
」に
よ
っ
て
発
行

さ
れ
ま
す
。

　

申
請
者
の
方

へ
の
現
金
払
い

や
口
座
振
込
に

よ
る
補
助
金
交

付
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

　

そ
の
他
、詳

し
い
内
容
や
条

件
、「
こ
の
施
工

も
対
象
に
な
る

の
？
」な
ど
ご

相
談
は
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
・
商
工
交
流
室　
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川
根
本
町 

創
業
は
じ
め
の
一
歩
セ
ミ
ナ
ー

　

古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
サ
イ
ー
」

を
会
場
と
し
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
空

気
の
中
で
、
ご
く
ご
く
気
軽
に
話

を
聴
け
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
自
慢
の

「
玄
米
菜
食
の
料
理
」
も
堪
能
す
る

チ
ャ
ン
ス
。

　

創
業
に
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
、
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
、

何
か
き
っ
か
け
が
欲
し
い
…
な
ど
、

心
の
も
や
も
や
解
消
に
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
16
日（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

　

※
受
付
：
午
前
9
時
30
分
か
ら

会
場　
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
サ
イ
ー
」

（
桑
野
山
２
７
６
―
１
）
☎（
59
）２
３
０
８

対
象　

川
根
本
町
内
で
の
創
業
に
興

味
あ
る
方
、
ま
た
は
創
業
3
年
以

内
の
方

応
募
締
切　

10
月
12
日（
水
）

定
員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

費
用　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
で

す
。
当
日
徴
収
い
た
し
ま
す
）

申
込
み
・
問
合
せ

　

左
表
の
①
か
ら
⑥
の
窓
口
に
配
架

中
の
参
加
申
込
書
（
コ
ピ
ー
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
い
ず
れ
か
に

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
直
接
持
参

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
メ
ー
ル
本

文
に
必
要
事
項
を
直
打
ち
し
て
の

送
信
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
中
で
す
。

主
催　

川
根
本
町
・
川
根
本
町
商
工
会
・
島
田
信
用
金
庫
・
日
本
政
策
金
融
公
庫

▲「アサイー」を開業した
　宮原 淳さん・美季さん夫妻

◀【講師】　柴田弘美さん
オリーブ biz 代表
2003年 SOHOビジネスコンテス
ト優秀賞
20年の専業主婦からネットショッ
プで1000万円を売り上げ
（一社）起業家育成協会、ダイバーシ
ティ・デザイン・ラボ理事長
法政大学大学院研究生 政策学修士

❶川 根 本 町 役 場
　商工観光課

☎ 0547-58-7077 FAX 0547-59-3116
E-mail  shoko-kanko@town.kawanehon.lg.jp

❷川根本町商工会本所 ☎ 0547-56-0231 FAX 0547-56-1622

❸川 根 本 町 商 工 会
　本川根支所 ☎ 0547-59-2258 FAX 0547-59-2429

❹島 田 信 用 金 庫
　経営サポート部

☎ 0547-37-5186 FAX 0547-37-5191
E-mail  mst@shimashin.co.jp

❺島 田 信 用 金 庫
　川根支店 ☎ 0547-56-1131 FAX 0547-56-1728

❻日本政策金融公庫静岡支店
　国民生活事業 ☎ 054-254-4411 FAX 054-251-6135

実際にキッチンをリフォームされた方の写真です。
綺麗に、使いやすくなりました。

Before After

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 16
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◆川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

神東美希（かんとう　みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネッ
トワーク事務局を担当。この４月から一般社団法
人エコティかわねの事務局長としてエコツーリズ
ムを核とした様々なまちづくり事業を展開。

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

エコティ
かわね 事

務局長

神東美希
の

商
工
観
光
課
・
商
工
交
流
室　

☎（
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）７
０
７
７

はかりの定期検査を実施します
１．定期検査の対象となるはかり
①商店や工場等で取引に使うはかり
②薬局等で薬剤調合用に使うはかり
③荷物運送業等で荷物の料金を決めるために使うはかり
④茶、乾し椎茸等を販売するために使うはかり
⑤学校、病院等で健康診断書の作成のために使うはかり

２．検査日程
検 査 日 検 査 時 間 検 査 場 所

11月 7日（月） 午後１時から午後４時まで 川根本町文化会館

11月 8日（火） 午前 10時から午後４時まで 川根本町役場総合支所

11月 9日（水） 午前 10時から午後４時まで 徳山コミュニティ防災センター

11月10日（木） 午前 10時から午後２時まで 川根本町役場本庁舎

３．はかりの定期検査受検者には検査日の約 1週間前に「計量器定期検査通知書（はがき）」
が送付されます。

おかげさまで、この夏は例年以
上に大忙し。夏休み期間中と

いうこともあって、お客様のほと
んどが親子連れでした。たくさん
のお客様をおもてなししました
が、特に印象的だったのは、２組の
お客様です。

一組目は、接岨湖でのカヤック
体験に来てくださった町内

在住の親子。学校の授業でカヤッ
クに乗ったことはあるものの、接
岨湖まで来るのは初めて。雄大な
自然の中でのカヤック体験は格別
だったようで「川根本町にこんな
にいい場所があったなんて知りま
せんでした」とおっしゃってくだ
さいました。

８月11日、木の駅かわねと共
催で行った「モクモクたいけ

ん」では、本町出身の親子が。今は
町外で暮らしているそうですが、
帰郷した際に子どもさんを連れて
参加してくれました。プロの木こ
りの技を間近で見たり、チェーン
ソーを使って木を伐ったり、木工
工作をやったりと「木」に親しむ一
日でした。

このお客様は帰り際に「自分の
故郷でこんな体験ができる

とは思っていませんでした。この
ような活動をしていただいてあり
がとうございます。」という言葉を
残してくれました。

エコティが企画するプログラ
ムは決して安くはありませ

ん。「地元なのにそんなお金払っ
てまで…」と敬遠する人もいるで
しょう。しかし私たちは町内に住
む方や故郷を離れていった人たち
にこそ、エコティのプログラムを
体験していただきたいのです。

大切なものは案外身近にあっ
たりします。こんなに自然に

あふれた地域なのにそれに触れる
ことなく、都市にばかり出かけて
いくのはもったいない‼　体験を
通じてこの町の良さを感じてもら
いたいし、感じたことをまた他の
誰かに伝えてほしいのです。

ツーリズム（観光業）として外
からのお客様を呼び込むの

と同時に、中にいる住民の皆さん
に地域の魅力をお伝えするのも、
私たちの大切な使命だと思ってい
ます。ぜひエコティかわねを活用
してください。

接岨湖でのカヤック体験にて。カヤッ
クだけでなく水遊びも大人気でした。
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